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【はじめに】

子どもが主体的に過ごせる環境とはどのような環

境であろうか。 
幼稚園教育要領解説(2007)によれば幼児は「環境
に好奇心や探究心をもって主体的にかかわり、自分

の生活や遊びに取り入れていくことを通して発達し

ていく」、よって教師は「幼児がこれらの環境にかか

わり、豊かな体験ができるよう、意図的、計画的に

環境を構成することが大切である」と幼児教育の目

的を示している。 
「環境による教育」の大きなポイントは、子ども

の主体性が強調されているように、保育者が意図的

に用意した環境に子どもを追い込むことではない。

保育者の役割は、子どもが主体的にかかわっていけ

るような環境を構成することである。 
そこで本研究では、子どもが一番身近にある園内

環境に親しみ、興味を持って主体的にかかわってい

くには環境への配慮がどのようになさればよいのか。

また現在の保育現場では、子どもをとりまく環境が

実際にどのように構成されているのかについて把握

し明らかにしていきたいと考えた。方法として、保

育者養成校の学生が実習を通して実際に体験した

「主体性を育てる豊かな環境とは」をどのように捉

えているかを問い、子どもが自発的に興味を持ち主

体的にかかわっていこうとする保育環境について検

討することを目的とする。 
【研究方法】 

1．方法：質問紙によるアンケート調査 
2．対象：本校 1年生(51名)、2年生(51名)         

合計 102名 
3．調査時期：2013年 11月  
4．回答数：102名(100％) 
調査によって得た回答は、趣旨説明を行い本研究

に必要な情報開示について協力の同意を得ている。 
【結果と考察】

環境をどのように捉えているかについて、1年生
は「おもちゃ(39.2％)・教材(25.5％)・絵本(21.6％)
が豊富」などの物的環境、「保育室が広い(19.6％)・
綺麗(17.6％)」などの空間的環境など目に見えるその
ものをあげた者が多かった。2年生も 1年生同様「お
もちゃが豊富(33.3％)」「保育室が綺麗(31.4％)」は
多かったが、一方で「動植物を育てる(51.0％)」「や
りたいことができる(47.1％)」「季節感ある室内装飾
(31.4％)」「子どもの気持ちを受けとめる・見守る
(29.4％)」「教材・教具は子どもの手の届く場所に配

置(25.5％)」「子どもの作品を飾る(15.7％)」など、
保育者という人的環境を通して子どもの意欲や主体

性を促していくことを意識した回答も多く見られた。

また広い視野を持って自然環境にも目を向け、さま

ざまな原体験を増やすことにも焦点をあてたいと考

える回答もあげられた。保育環境について学生は、

子どもの主体性が育つための豊かな環境として「沢

山の絵本やおもちゃがある」など、目に見える「物

的環境」を重要だと捉えていることが分かった。ま

た学習や実習経験から、「命の大切さを伝えるために

保育室に動植物を置く」「コーナー設定を行い、遊び

たい時に集中して遊べる環境を作る」「自分もやりた

いと思えるよう意欲を促す室内装飾をしたり作品を

飾る」など、子どもたちの意欲を誘い出すような環

境を捉え、それを育むことが重要であるということ

について気付いていることが窺えた。 
保育計画の立案については、具体的に当日の保育

内容(環境)をいつ立案し準備しているのかについて
尋ねた。結果、幼稚園では 90.2％が事前に保育内容
(環境)が決められていたと答えたが、保育所のほと
んどは当日の朝の天候によって決定している園が多

く、保育の無計画さ、意図的な環境構成をしていな

いことが露呈される結果となった。実習先の保育環

境の実態調査から、本来保育者は子どもたちに与え

る環境を鑑みて環境構成を行うべきであるが、保育

所では保育計画を事前に立案せず、保育内容(環境)
を当日の朝に計画していることが明らかになった。

それでは「主体的な環境」を意識した具体的な計画

が立つ可能性は低いと思われる。なぜならば当日の

立案では、子どもに必要な活動を展開していくため

の準備が十分にできないと考えられるためである。 
【今後の課題】

本調査より、子どもたちが主体的にかかわるため

に必要な豊かな環境構成を行うには 2つのことが重
要であることがわかった。1つ目は学生は実習など
を通して子どもの育ちを見通したより具体的な、子

どもが興味を持つ環境構成の必要性に気付くなどの

実体験が重要であること、2つ目は事前の保育計画
の立案が必要であるということが問われた。 
またなぜそれが実行しにくいのか。本調査からは

それが難しいという状況が窺えたことから今後は、

「環境を生かした保育計画」立案の必要性に対する

保育所保育士の意識、保育所保育指針の考え方と現

場のずれについて調査し、保育環境の改善、人的環

境としての保育者の役割について検討していきたい。 
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